
中学校第２学年
社会科（地理的分野）

データを収集し、自分が発表したい内容に適した表現方
法を選択する。

【協力】千葉大学教育学部附属中学校



中学校第２学年
社会科（地理的分野）

自分が作成したシートの説明をし、その内容について意
見を交換する。



中学校第２学年 社会科（地理的分野） 「日本の諸地域 中部地方」
■単元の目標
「中部地方では、なぜ各地に個性豊かな産業が発達しているのか」という問いに対して、地域の
広がりや人々の対応などに着目して、自然環境や交通網、歴史的背景などと有機的に関連付けて
資料を収集し、多面的・多角的に考察し、表現する。

■単元の指導計画（4時間）
第1小単元
「中部地方をながめて」
・日本アルプスに着目して、中部地方の気候や
人口、産業、交通網の概要を捉える

・単元の学習課題を確認し、知っていることや
自分の予想を整理して学習の見通しをもつ

第2小単元
「中部地方で盛んな産業」
・グループごとに調査対象を決める
・グループ内で協働して調査し、調査結果をス
ライドにまとめる

・スライドに基づいてプレゼンテーションし、
質疑応答を行う

第3小単元
「中部地方の特色をまとめよう」
・単元を振り返って中部地方の各地域に個性豊
かな産業が発達していることについて、文章
でまとめる

■小単元の概要

■単元の概要
北陸・中央高地・東海の各地域は自然環境が異なり、大消費地との位置関係等を生かした産業が
発達していることを、収集した資料を基にプレゼンテーションにまとめ、表現する活動を行う。

地形に関する地図や人口に関するグラフを基に、中部地
方の地形の大きな特色として日本アルプスがあることに
気付き、それにより気候が大きく三つに区分されること
や人口が偏在していること、各地に個性豊かな産業が発
達していることを知る。

各グループの考察で、産業が盛んな理由がどのような視
点から説明されていたか整理する。発表内容を振り返り、
中部地方の特色を文章でまとめる。

北陸・中央高地・東海の第一次産業、第二次産業、第三
次産業で九つのテーマを設定し、グループごとに分担し
て調査活動を行う。グループ内で協働して具体的な統計
データを収集し、対象地域はどのような地域なのか、何
の産業がどの程度盛んなのか、また、なぜその産業が盛
んなのかを説明するためのスライドを作成する。他のグ
ループに発表し、質疑応答を通して理解を深める。



【子供の「深い学び」の姿】
生徒Aは北陸地域が日本海に面した山がちな地形をしており、

冬の季節風の影響で雪が多くなることを分かりやすく伝えるため、
地理院地図で地形の起伏を示した地図を作成した。
生徒Bは北陸地域の地場産業が発達した背景に、雪日数が多く

農閑期が生じているということを見出した。雪日数の多さを具体的に表現するため、
総務省「キッズすたっと」から「雪日数」の統計を探し、石川県と福井県の雪日数
をグラフで表示した。自身の居住地域と比較すると、北陸地域の
雪日数の多さがより伝わりやすくなるのではないかと気付き、
千葉県の雪日数もグラフに表示した。
これらの資料を基に、他のグループに対して発表を行った。

発表スライドはクラウド上で参照することができ、必要に応じて
スライドを見返しながら地域的特色について理解を深めた。

【当該指導での「深い学び」】
このグループは、北陸地域の地場産業が発達し

た要因を説明する際に、北陸地域の地形の特色や、
北陸地域の雪日数を居住地域の統計データと比較
することで説得力のある発表を行った。その結果、
北陸地域における自然と地場産業との関わりにつ
いて理解を深めた。

■指導上の工夫と
ICTの利活用

■資質・能力が育成され「深い学び」が実現している子供の姿（第２小単元）

【学習活動の場面】
グループごとに担当する地域や産業が決まり、教科書や資料集を基に、発表内容

について調べ、まとめた。対象地域で盛んな産業を説明する際に、どこで、何が、
どの程度盛んであるか、またその理由を調べ、地図や具体的な統計データを示した。
生徒Aは、対象地域の産業と地形との関わりについて担当し、地理院地図を活用し

て地形を示した地図を作成した。生徒Bは、対象地域で地場産業が発達した背景につ
いて担当し、自分で作成した統計データを示しながら説明した。

①多様で大量の情報か
ら適切な資料を収
集・選択する。

＊他の地方の学習において資料
から地域的特色に迫る手法を一
斉指導で身に付けた上で、本単
元では１人１台端末を活用して
幅広い情報源から資料を収集し、
その技能を身に付ける。

【活用したソフトや機能】Googleクラスルーム、Googleスライド、地理院地図Vector、キッズすたっと

②地図や統計のサイト
で表示させるデータ
をカスタマイズし、
発表に適した表現方
法を選択させる。

＊データのカスタマイズによっ
て地域間の比較から対象地域の
特色を明確に示し、考察をより
確かなものにしていく。

③クラウド上で発表ス
ライドを同時編集や
相互参照する。

＊時間的・空間的制約を超えて
生徒の成果物を見られる状況
を整え、教師が生徒の進捗を
把握したり、生徒が理解を深
めたりできるようにする。



学習指導要領や解説との関連
学習指導要領 第2章 各教科
第2節 社会 第2 〔地理的分野〕

２ 内容

Ｃ 日本の様々な地域

（3）③ 産業を中核とした考察の仕方

ア(ア）幾つかに区分した日本のそれぞれの地域について，その地域的

特色や地域の課題を理解すること。

３ 内容の取扱い

(2)

イ 地図の読図や作図，景観写真の読み取り，地域に関する情報の

収集や処理などの地理的技能を身に付けるに当たっては，系統性

に留意して計画的に指導すること。その際，教科用図書「地図」を

十分に活用すること。

出典：中学校学習指導要領P45


